
互いを思いやる心をはぐくむ道徳指導の工夫 
～聴き合い活動とロールレタリングを取り入れて～ 

道徳班  岡部 隼人（中学校教諭） 

コミュニケーション能力が乏しい
友達とのトラブルに悩む生徒 

思いやりの心を育てることでよい人間
関係づくりのできる生徒を育てたい 

全体構想図 
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ロールレタリング（手だて２） 
  他者の立場から自分に手紙を書く。後に、次時の導入時
にその手紙に対しての返信を書く。 

○聴き合い活動をすることで、個々の感じ方や考え方の違いを意識して意見交流ができるようになった。 
○ロールレタリングを行うことで、他者のものの見方、考え方、感じ方にふれ、共感的に他者理解を行うことができた。 また、 
     道徳的価値に基づいた人間としての自己の生き方について考え、実践意欲を高めることができた。 
●ロールレタリングで、道徳の時間①の価値と道徳の時間②の価値をつなぐ活用ができなかった。様々な価値をつなぐ手 
     法を考えていく必 要がある。 
 
 

 

聴き合い活動（手だて１） 
  エンカウンター的手法を取り入れ、素直に意見を交流する体験を通じて、他者の意見を聴き合え
る力を身に付けていく。 
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目指す生徒像 

     これにより相手の気持ちを理解

する力、相手のことを考えて行動で
きる資質を高める 

    これにより素直に自分の思い

や考えを出し合える力を高める 
そして、展開場面につなげる 

生徒Ｂの 
ワークシート 

    他を思いやる

心の深まりがみら
れ、実践意欲の
高まりもみられた。 

次時の導入時に
書いた返信 

生徒Ａの 
ロールレタリング 


